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近代文化研究所所員勉強会（平成21年度）要旨
第1回 平成21年7月3日
「コンドルと邸宅建築 生活文化史を視野に入れて」
元千葉工業大学教授 河東 義之
コンドル研究は設計図を収集することから始めました。勉強会では，その設計図から，そして近年発掘さ
れた書簡からわかることも含め，得意とした邸宅建築について，生活文化史も視野に入れて，概略以下のよ
うなお話をしました。
コンドルが日本に西洋建築をどのような方法で導入したか，建築家としてどのような姿勢をとっていたか
を，設計図から読むことが出来ます。加えて，最近発見された岩崎彌之助との往復書簡から，設計依頼の際
のやり取りを通して，コンドルの人柄に触れるような内容もわかるようになりました。
経歴は，およそ4期に分けることが出来ます。第1期は来日まで。第2期はお雇い外国人の時代。第3期
は設計事務所を開き民間の建築家として活躍した時代。第4期は自宅が完成し自宅1階の事務所で，主に邸
宅建築を造り続けた時代で，現存する作品のほとんどがこの時代の作品です。
コンドルの邸宅建築の特色は，施主の意向をよく聞いていることです。そのことは，コンドルの邸宅建築
によってわが国の上流階級の洋館導入の変遷をみる際に，当時の上流階級がどういう洋館を望んでいたかを
ストレートにみることを可能にしているのではないでしょうか。
見方を変えると，コンドルの日本の建築界に対する一番の功績は，技術的な面にあったのではないかとも
考えられます。また，コンドルは日本文化を研究するほうが第一義で，片手間に設計をやっていたのではな
いかとすら考えられるほどです。
作品について，時期を追ってみていこうと思います。先ず皇族の邸宅です。皇族の邸宅は第2期に属しま
す。皇居は実現しませんでしたが，皇居，有栖川宮，北白川宮，伏見宮邸を設計しています。その特色は，
洋館で生活のすべてを完結している点です。附属屋に和室もありますが，それは仕える人々の部屋で，皇族
の生活部分は全て洋風です。洋館を導入したのは明治初期の皇族であり，椅子式の洋風の生活を実践したの
も間違いなく天皇を始めとする皇族であったということです。
内務大臣官邸，陸軍海軍両大臣官邸や外務次官官邸なども，第2期になります。これらの邸宅は明治の
大邸宅の例にもれず，洋館と和館を併設する形式です。洋館は迎賓館で，日常は畳の上で従来どおりの生活
をしていたということになります。
この時期の作品は，皇族の邸宅と高官達の官邸のモデルとなりました。日本の洋風住宅はこの2つから普
及していきますので，わが国の洋風邸宅の出発点もコンドルにあるということになります。
第3期は，岩崎家を始めとする富豪たちの邸宅です。第2期の高官達の官邸がモデルです。その中に現存
する3代目の岩崎久彌の本邸の中心となる洋館と玉突室があります。洋館内部で注目されるのは，1階の婦
人客室にイスラム風の意匠や，火灯窓をあしらったような意匠で，西洋と日本との間のイスラム様式の提案，
日本文化の研究の現れであると言われています。
自邸の設計から，多くの邸宅を手がけたのが第4期です。自邸も洋館と和館からなり，洋館の1階は瓦
造のコンドル事務所，2階は木造のコンドルの住居。和館は夫人の住居でした。コンドルは他の邸宅の場合
和館の設計をした形跡はありませんが，もしかしたら自邸の和館はコンドルが設計したのではないかと思っ
ています。この頃になると伝統的な建築について深い知識を持っていたのは，日本の建築界でもコンドルが
一番だったのではないかという気がするからです。
一方，岩崎家とコンドルとの関係は特別だったようで，建設費の全額がコンドルに支払われています。設
計料もその中に含まれていました。コンドルを信用し，全てをコンドルに一任していました。
この期の特色として，上流階級に洋風の生活が普及し，このころから本格的な和室が洋館の中に取り込ま
れる例が増えてきます。洋と和の両方の生活を洋館の中でという上流階級が多かったと考えられます。現存
する古河邸も2階はほとんどが和室です。和室は1間6尺の心々制で，和洋の基準を調和させたうまい設計
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です。コンドルがもう少し生きていれば，こうした作品が幾つかできていたはずです。この期には，少し下
のクラスの住みやすい洋館も多いのですが，ほとんど残っていません。
コンドルの作品の外観様式は，始めゴシック様式，そして準ルネッサンス様式と呼んでいますが，様々な
様式を交ぜたルネッサンス様式です。その後準ルネッサンス様式を簡略化した軽快な外観が多くなり，ピク
チャレスクも出てきます。仕上げは赤瓦，石張り，塗り壁，ハーフティンバーと様々です。ほとんどの邸
宅では，南側にベランダがあり，日本の風土を考慮したと思われます。
コンドルの日本の建築に対する考え方は，大正4年に語ったインタービューでは，公の建築は自然に日本
に向く外観にして，西洋を守る必要はないが，内部は西洋にするほうが便利である。住宅は，洋館と和館が
つながっているもの，表面は日本建築であって中に西洋室が23間を持つものなど様々だが，そうしてい
るうちによいものが出来てくるだろうと言っています。こういう考えがコンドルのスタンスであったようで，
日本の住宅は日本人が考えなさいということだったのかもしれません。
第2回 平成21年7月30日
「食を考える」
元農水省食品総合研究所長食文化研究家 田村 眞八郎
「食を考える」というテーマで以下の3つに分けてお話ししました。①メディアの癖 ②化学物質という
用語 ③コメと自分史
① メディアの癖
我々は何かについて発言しようとする時，メディアを利用することになります。新聞や雑誌，ラジオや
テレビなどです。その場合，メディアの癖を理解しておく必要があります。メディアは，変な話，風変わ
りな話，悪いダメだというような話しか大きく取り扱ってくれない癖があるわけです。これは，今日ま
でに60何億人に増えて来た人類のエネルギッシュな力が，悪いところを見出してそれを改めることを繰
り返してきたことの現れであり，特に日本人はそういうところにエネルギッシュなのかも知れません。現
在であれば「食生活は悪い」と言っても，平均寿命は充分に長く，食生活の物質的なバランスが悪いわけ
ではありません。ですからもう少し範囲を広げて，「共食になっていないから悪い」「地産地消じゃないか
ら悪い」とか，そういう具合に戦線を広げて言った方が発言力がついて来ます。つまり「何かが悪い，悪
い」というような攻撃的な議論をしながら，自分の考えを売り込んでいった方が良いと思います。これは
研究者の生活の知恵みたいなものです。
② 化学物質という用語
化学物質という用語ですが，ここで言わんとするところは「化学物質以外の物質はない」，「物質は全て
化学物質である」ということです。人間の身体も100％化学物質でできていますし，人間の食べ物も，ど
ういう食べ物でも，100％化学物質からできています。これは化学者だけではなく，サイエンティスト
（自然科学者）の一致する意見であり，統一的な見解です。
物質の性質を研究するサイエンスの部門が化学です。ですからどういう物質であれ，その性質を研究し
ていくと，それは化学的に研究することになります。従ってその研究が進めばその物質について化学名が
つきます。全ての物質は化学物質で，化学物質でない物質なんかはこの世に有りようがない。人間の身体
も化学物質であるし，食品成分表に載っている成分も，全て化学物質であるということになります。
③ コメと自分史
私たち（コメはよい食品であるとする専門家）の主張が認められるまでに長期間かかりました。コメの消費
がここまで減ってしまったことに対しては敗戦後の「コメは悪い」という情報操作があり，それを是正で
きなかったための風評被害が起こったという事情で説明できます。現在では情報操作はできないと思いま
すが，「メディアの癖」のようなものもありますから，踊らされないようにしないといけないように思い
ます。
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第3回 平成21年11月26日
「絵画と文学から読む服飾 鏑木清方と口一葉」
お茶の水女子大学名誉教授 服飾史服飾美学 小池 三枝
鏑木清方（18781972）による明治追懐の絵と文章を取り上げ，そこに描かれた服飾を熟考すると，どのよ
うなことがわかるか，また，口一葉の作品世界との関わりについてもどう理解できるかということについ
て，私の考えを述べた。
清方は（父は條野採菊，東京日々新聞創始者の一人，戯作者山々亭有人でもある）若くして水野年方に入門，16
歳から新聞挿絵を描き，18歳で展覧会に出品するなど，早くから画家としての才能を示した。またもとも
と小説家志望でもあり，一葉文学に心酔し，泉鏡花と親交を結ぶなど，文学についての造詣も深かった。そ
れゆえ明治大正昭和という，諸事変化の激しかった時代についての見聞と深い理解にもとづいた多くの
絵画と文章を残している。それらの作品は，いわば江戸的近世的なものから，明治的近代的なものへの
移り変わりの諸相を，現代の我々に生き生きと伝えてくれる貴重な資料である。
ここではまず，昭和初期に明治30年代を回想して描かれた『築地明石町』（昭和2年）『新富町』（昭和5
年）『浜町河岸』（昭和5年）を取り上げ，それぞれの女性像を，関連する文章も紹介しながら，服飾の形と
着方色文様髪形仕草履物季節感などについて詳細に解説した。
『築地明石町』の夜会結びの女性が素肌にまとう小紋縮緬のひとえと，黒の袷羽織の意味，『新富町』の女
性の唐桟柄の袷とその下に覗く「紅入友禅」（後述）の意味，そして『浜町河岸』の年若い娘がまとう二枚
重ねの色や文様は八百屋お七の歌舞伎狂言『松竹梅雪曙』（河竹黙阿彌作）が連想されることなど，三作品と
も背景を含めた画全体が物語性をもって緻密に構想されていることを具体的に述べた。
次に，取り上げた『一葉』（昭和15年発表。現在の5千円札に使われているようであるが…）は，清方が一葉の
随筆「秋袷」を熟読し，『たけくらべ』執筆中の一葉を思い浮かべて描いたことが知られている。ただ清方
のこの絵と関連の文章を読めば，『たけくらべ』の作品解説などで美登利と信如との間で空しく地面に散っ
て時雨に濡れる「紅入友禅」を紅色の友禅と誤解して見当違いの解釈をしているのは全くの間違いであるこ
とを述べた。
絵画作品や文学作品に描かれた装飾を緻密に検討していると思いがけない発見に結びつくことがある。取
り上げる服飾がたとえ端切れであっても，ぼろであってもそれを身につける人間の美的な心情面から考えよ
うとする私なりの服飾美学研究は，ときにこの思いがけない発見に出会う喜びと楽しみによって続いてきた
ように思う。
第4回 平成21年12月17日
「女性の  性
セクシュアリティ
はどのように描かれてきたか田村俊子「枸杞の実の誘惑」（1914［大正3］
年9月『文章世界』）を中心に」
麗澤大学大学院言語教育研究科教授 岩見 照代
森外が『ヰタセクスアリス』（1909［明治42］年）を書いた20世紀初頭，「セックス」「セックス的事
柄」という意味の「性」が普及しつつあった。またこの頃文学で台頭してきていた自然主義も，田山花袋の
『蒲団』（1907［明治40］年）という作品から，「自然主義」ということば自体も「性」と結びつけられ，揶揄
や非難の対象となっていた（井上章一『性の用語集』2004）。それは北沢楽天『東京パック 女双六』（1909［明
治42］年12月20日）に，「貴婦人」「芸妓」「女学生」「女工」あるいは「結婚」「玉の輿」「入学」「零落」と
いった女性の地位職業や境遇人生上の事件の項目に交じって「自然主義」という項目があることからも，
この間の事情をうかがい知ることができる。
一方，もともと未婚の女性の意でしかなかった「処女」は，次第に性交経験のない女性を指すようになり，
キリスト教の純潔概念の移入によって価値を高められてゆく。平塚らいてうら青鞜社メンバーなどの処女称
揚や，「血」の純血を尊ぶ近代家父長制補完のためにも，「処女」は，女性にとって何よりも大事なもの，尊
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いものであるという認識が成立してくるようになる。このように，「枸杞の実の誘惑」が発表された1914
（大正3）年は，新しい女の登場とともに，近代日本の女性像が大きく変容しようとしていた時代でもあ
った。
作品末尾の「ほんとうの，枸杞の実の赤い誘惑がやがて智佐子に来た」の「赤い誘惑」について，これま
での研究史では，レイプという「男の行為の意味がわかり，あらためておののきが蘇ってくると同時に，性
の誘惑がやってくる」（長谷川啓「田村俊子のセクシュアリティ表現，そして言説『枸杞の実の誘惑』『蛇』を中心に」
『別冊 国文学解釈と鑑賞』20057）といったように，智佐子の 性の目覚めを示すものと考えられてきた。
本発表では，「少し程度の高級な学校」に子女を通わせている智佐子の家庭の階層に注目し，この時代，
中上流階級の家庭の子女が性情報を得ることが困難であったという観点から，女性としての自身の身体に
関して全く無知な智佐子に，本当に「自然に満ちてくる性欲」（山﨑眞紀子『女性文学の近代』1994）があるだ
ろうかと疑問を呈し，「ほんとうの，枸杞の実の赤い誘惑」とは，智佐子の初潮のおとずれであり，また
「なつかしい赤い実の上」にひろがってゆく「圧迫するような男の手」は，レイプそのもののメタファーと
いうよりも，事件後，母や叔母までが智佐子を理不尽に憎悪するように，女たちが，「娘／妻／母」という
女役割を自ら内面化してゆく，家父長制それ自体のメタファーではないかと結論づけた。
第5回 平成22年2月24日
「食教育における食禁 食い合わせ」
元武蔵野女子大学教授日本家政学会食文化研究部会名誉会員謙堂文庫代表 石川 寛子
我が国において，近代科学にもとづく医学医療の発達，普及が未だ充分でなく，また日々摂取する食品
食物が，量の面でも質の点でも豊かでなく，そしてさらに，そうした食物への扱いや管理にも，充分な施設
設備がゆきとどかなかった近代以前の日常生活の中で実行され，受け継がれて来たささやかな自己保全の健
康管理の一つに「食
しょく
禁
きん
」という知恵と行動があった。
それは主として中国から移入された医学，本草学の知識と，先人たちが積み上げて来た長い生活体験とか
ら熟成された健康管理の一つの手立てと考えられている。
文献上では平安時代に丹波康頼（912～995）によって著された『医心方』に収録されていることから，か
なり早い時期からこうした知識がとりあげられていたことが推測される。
しかし，日本において「食禁」が広く盛んにとり上げられるようになるのは17世紀，江戸時代で，この
時代になって著しく増加した文献等によって，また人の口から口を通して広く伝えられるようになる。
こうした「食禁」に関する知識伝承は，その広がりと共に従来の医学，本草学，養生といった健康管理に
関わるものから，更にそうした知識を身につける教養，しつけ，家庭管理の心得等として教養書特に女
性対象のにまで記載される拡がりがみられ，「健康とくらし」に対する当時の人々の篤い想いがうかがわ
れる。
こうした当時の食禁の知識と思考は，以後次第に，健康管理上から検討された5種の目的別にそれぞれの
摂取規制食品名を挙げて注意を促し，更にそうした規制を覚えやすく，忘れないように口ずさみ易い形をと
っている点は実に興味深く，さまざまな形をとって広域化していった。
5種に分類された食の規制の一つは，食物摂取に際して食べ過ぎないようにその量を規制する「過食
かしょく
の禁」
と，また同じ食品を長く食べ続けることを注意する「久 食
きゅうしょく
の禁」，特定の食品について摂取が望ましくない
時や季節を示す「月
げっ
食
しょく
の禁」，さらに一度に二種以上の食品を組合せて食することを禁じる「合食
ごうしょく
の禁」，
そして乳幼児妊産婦老人など，摂取する人によって，摂取が望ましくないと説く「不
ふ
用
よう
意
い
の禁」などが
挙げられている。
こうしたさまざまな形態や内容の食禁は，前述した丹波康頼が著した『医心方』に収録されているのが最
初と云われているが，広く伝承され，実行されるようになったのは，江戸時代半ば以降である。これは長い
戦国時代を経て，人々に生命の尊重，健全な生活への希求といった動向が高まったことによろう。とにかく，
この時代に出版された数多くの健康管理に関する文献や，女子に対する教養書や躾，そして家庭管理を説く
教訓書を通して，さまざまな食禁の事例を拾い出し，今後より深く検討していきたい。
―85―
